
（別紙４）

～ 令和8年1月14日

（対象者数） 3 （回答者数）

～ 令和8年1月14日

（対象者数） 4 （回答者数）

～ 令和8年1月14日

（対象数） 3 （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

支援後のふりかえりと次の目標設定を訪問員間で共有してい

くことを続ける。保護者へフィードバックは、具体的に分か

りやすく行う。

2

大人側の思いだけでなく、こども自身の思いを大切に支援を

考えていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ホームページや「みゆき通信」を活用して分かりやすく説明

する場を設ける。保護者が契約をして利用する福祉サービス

であることを園に丁寧に説明する(フォローアップ巡回個別相

談との違い)。

2

3

○事業所名 児童発達支援センターみゆき

○保護者評価実施期間 令和7年12月17日

○保護者評価有効回答数

令和7年12月17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年1月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年12月17日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問支援の周知が不十分である。 利用者数が少なく、様々な園に周知されていない。

多職種(心理士・保育士）で訪問する体制を取って支援してい

る。

心理士からの専門的視点で支援を検討し、保育士は同職として

訪問先の先生方の思いに共感し現場での状況を考慮しながら支

援を検討している。

利用者の意向を丁寧に聴き、支援に活かすことを心掛けてい

る。

保護者・訪問先の職員の思い、訪問先の方針を汲み、支援を一

緒に検討している。

事業所における自己評価総括表公表


